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一 般 質 問

が
増
大
し
て
い

る
の
で
、
そ
の

支
援
策
を
。

福
祉
部
長

　調

査
結
果
で
は
、

無
回
答
を
除

き
、
女
性
が
約

64
％
、
男
性

26
％
、
続
柄
は

子
ど
も
39
％
、

妻
23
％
、
年
齢

は

50

歳

代

27
％
、
60
歳
代

25
％
、
70
歳
代
21
％
と
、

介
護
者
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。
虐
待
は
、
20
年

度
72
件
、
21
年
度
34
件
の

報
告
が
あ
り
、
大
変
深
刻

な
問
題
。
何
ら
か
の
支
援

策
を
検
討
す
る
。

議
員

　介
護
保
険
で
は
、

20
万
円
を
限
度
に
自
己
負

担
１
割
で
改
修
が
で
き
る

が
、
高
額
に
な
る
ト
イ
レ

や
浴
室
な
ど
の
改
修
は
困

難
。
超
え
る
部
分
に
ぜ
ひ

市
独
自
の
助
成
を
。

福
祉
部
長

　他
市
の
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

の
対
象
学
年
を
拡
大
し
安

全
を
確
保
す
べ
き
で
は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長

　小

学
校
低
学
年
の
入
室
希
望

を
最
低
条
件
と
し
て
、
今

後
、
状
況
を
見
な
が
ら
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

議
員

　や
む
を
得
な
い
状

況
か
ら
税
を
払
う
こ
と
が

で
き
な
い
市
民
へ
、
減
免

制
度
の
周
知
や
税
の
緩
和

措
置
を
活
用
す
る
な
ど
、

き
め
細
や
か
な
相
談
業
務

に
当
た
る
べ
き
。

財
務
部
長

　収
税
相
談
は

期
限
内
に
納
付
を
い
た
だ

い
て
い
る
納
税
者
と
の
公

平
性
を
基
本
と
し
て
い
る

が
、
実
情
聴
取
の
中
で
緩

和
要
件
に
当
た
る
場
合

は
、
納
税
者
と
正
面
に
向

き
合
っ
て
血
の
通
っ
た
納

税
相
談
に
当
た
っ
て
い

る
。

議
員

　来
年
度
の
認
可
保

育
園
入
所
申
し
込
み
及
び

入
所
見
込
み
状
況
は
、
第

一
次
の
段
階
で
２
０
０
名

以
上
の
入
所
保
留
児
童
が

予
測
さ
れ
る
。
保
育
園
の

増
設
と
あ
わ
せ
て
、
待
機

児
対
策
と
し
て
家
庭
保
育

室
へ
の
保
育
料
助
成
を
行

う
べ
き
で

は

な

い

か
。

こ
ど
も
青

少
年
部
長

　待
機
児

対
策
と
し

て
、
平
成

23
年
４
月

１
日
に
新

設
保
育
園

を
開
設
す

る
。 保

育
園

　
新
設

　
　
　
　
　
待
機
児
解
消

保
育
園
の
新
設
で

　
　
　
　
　
待
機
児
解
消
を

花
井

　
伸
子
　議
員

「
23
年
４
月
に
開
設
す
る
」

　ま
た
、
家
庭
保
育
室
保

育
料
軽
減
事
業
の
実
施
に

向
け
検
討
中
で
あ
る
。

議
員

　特
別
支
援
学
級
に

通
う
留
守
家
庭
児
童
保
育▲ 平成 23 年 4 月開園予定の保育園建設予定地

（上戸田五差路付近）

収
税
相
談
は

き
め
細
や
か
に

議
員

　本
市
の
在
宅
介
護

と
施
設
介
護
の
現
状
、
そ

の
比
率
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長

　年
々
、
要
介

護
者
は
増
大
し
、
現
状
は

在
宅
介
護
８
割
、
施
設
介

護
２
割
、
特
養
な
ど
の
待

機
者
は
９
０
０
人
を
超
え

る
。

議
員

　介
護
す
る
側
（
男

女
比
・
関
係
性
）
や
老
老

介
護
、
虐
待
な
ど
の
実
態

は
。
ま
た
、
男
性
介
護
者

や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の
増

大
、
対
象
範
囲
な
ど
十
分

検
討
す
る
。

議
員

　救
急
患
者
の
「
た

ら
い
回
し
」
を
防
ぐ
「
改

正
消
防
法
」
を
実
効
あ
る

も
の
に
。
ま
た
、
救
急
搬

送
の
時
間
短
縮
と
医
療
機

関
と
の
連
携
強
化
を
。

消
防
長

　実
施
基
準
の
整

備
が
図
ら
れ
次
第
、
連
携

の
強
化
に
努
め
る
。

三浦　芳一　議員

「近隣市の状況を考慮し十分検討」

介護　　　　住宅改修
　　　　　新たな助成金
介護のための住宅改修に
　　　　　新たな助成金を

▲

一
刻
を
争
う
救
急
搬
送

特
別
支
援
学
級
児
童
の

学
童
保
育
充
実
を

消
防
と
医
療
機
関
の

連
携
強
化
を
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議
員

　障
が
い
者
の
方
か

ら
、
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
バ
ス
運
賃

引
き
下
げ
の

要
望
を
受
け

て
い
る
。
運

賃
引
き
下
げ

を
行
っ
て
も

ら
い
た
い
。

市
民
生
活
部

長

　現
行
料

金
体
系
の
維

持
を
考
え
て

い
る
が
、
市

民
の
理
解
が

得
ら
れ
る
料
金
体
系
に
つ

い
て
今
、検
討
し
て
い
る
。

議
員

　障
が
い
者
へ
の
料

金
体
系
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長

　対
象

者
、割
引
率
な
ど
を
今
後
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

議
員

　い
ち
早
く
、
引
き

下
げ
を
実
施
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

議
員

　①
貧
困
問
題
へ
の

対
応
と
し
て
庁
舎
内
に

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」

の
設
置
を
。
②
労
働
基
準

法
等
を
載
せ
た
「
労
働
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し

青
年
に
配
布
を
。
③
青
年

の
労
働
状
況
を
調
査
し
、

状
況
把
握
と
必
要
な
施
策

を
講
じ
る
べ
き
。

市
民
生
活
部
長

　①
現
在

も
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
」
に
近
い
環
境
は
確

保
さ
れ
て
い
る
と
考
え

る
。
②
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
の
「
働
く
人
の
情
報
ガ

イ
ド
と
だ
」
を
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
、
各
公
共
施
設

に
備
え
付
け
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
③
市
独
自

の
調
査
は
難
し
い
が
、
若

年
者
就
職
相
談
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
等
で
蓄
積
さ
れ
た

情
報
や
、
国
・
県
な
ど
が

発
表
す
る
統
計
資
料
も
参

考
に
し
、
市
の
労
政
施
策

に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

障がい者　
　　　　　　　運賃引き下げ　
障がい者の
　ｔｏｃｏバス運賃引き下げを

本田　哲　議員

「割引率など検討していきたい」

ト　　　コ

い
親
が
増
え
て
い
る
。
さ

ら
に
、
核
家
族
化
の
進
行

に
よ
り
、
祖
父
母
が
親
た

ち
を
支
援
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
。
地
域
が
も
っ
て

い
た
教
育
力
も
低
下
し
て

い
る
。

　そ
の
た
め
人
間
と
し

て
、
ま
た
社
会
人
と
し
て

身
に
つ
け
て
お

き
た
い
人
間
力

や
常
識
力
、
礼

儀
・
マ
ナ
ー
等

の
躾

し
つ
け

を
ほ
と
ん

ど
親
が
担
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
て
い

る
。　こ

の
よ
う
な

社
会
環
境
の
変

化
を
認
識
し
、

そ
れ
に
応
じ
た

子
育
て
の
知
識

や
技
術
を
親
が
学
ば
ね
ば

な
ら
な
い
時
代
に
な
っ

た
。「
親
学
」
推
進
の
必

要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
本
市
は
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の

か
。

教
育
部
長

　教
育
基
本
法

が
改
正
さ
れ
、
保
護
者
の

役
割
と
責
任
が
規
定
さ
れ

た
。「
親
学
」
の
取
り
組

み
は
、
家
庭
教
育
の
一
環

と
し
て
、
子
育
て
の
あ
り

方
を
見
つ
め
直
し
、
家
庭

の
養
育
力
や
教
養
力
を
高

め
る
こ
と
か
ら
有
意
義
と

認
識
し
て
い
る
。

議
員

　生
涯
学
習
と
位
置

づ
け
、
保
護
者
全
員
に
よ

る
「
一
日
保
育
士
体
験
」

や
親
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養

成
講
座
、
保
護
者
で
あ
る

従
業
員
に
対
し
「
親
学
」

に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し

て
い
た
だ
け
る
企
業
を
募

集
す
る
「
親
学
推
進
協
力

企
業
制
度
」
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。

議
員

　「
親
学
」
と
は
、

子
ど
も
に
と
っ
て
親
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
、

子
育
て
の
責
務
や
そ
の
楽

し
さ
な
ど
に
つ
い
て
学
ぼ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　少
子
化
の
影
響
で
、
子

ど
も
を
抱
い
た
こ
と
が
な

い
、
接
し
方
が
分
か
ら
な

▲親子の大切な時が刻まれる

〝
親
学
〞

　
推
進
拡
大

　
　
　
　
　
　

〝
親
学
〞
の
推
進
拡
大

　
　
　
　
　
　
を
図
る
べ
き

馬
場
栄
一
郎
　議
員

「
家
庭
教
育
で
〝
親
学
〞
は
重
要
と
認
識
」

▲市民の足として定着してきた toco バス

貧
困
問
題
へ
の
対
応
を


